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山菜採りに出かけたソーマ(5年生)、野の花を手に

列
島
各
地
で
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま

す
が
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
６
月
、
パ
ン
シ
ー
ル
北
方
の
バ

グ
ラ
ン
地
方
で
地
震
が
あ
り
ま
し
た
が
、
山
の
学
校
の
地
域
で

は
被
害
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
、
皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。私
も
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

７
月
８
日
、
東
京
で

「ア
フ
ガ
エ
ス
タ
ン
に
関
す
る
東
京
会

△
巴
が
開
か
れ
、
そ
の
前
日
に
は
、
国
連
大
学
で
パ
ラ
レ
ル
イ
ベ
ン

ト

「ア
フ
ガ
エ
ス
タ
ン
市
民
社
会
を
迎
え
て
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
会
場
で
は
３
０
０
人
の
人
々
が
集
ま
り
、在
日
ア
フ
ガ
ン
人

の
姿
も
目
立
ち
ま
し
た
。
「祖
国
か
ら
離
れ
て
い
て
も
、
何
と
か

再
建
に
役
立
ち
た
い
」
と
通
訳
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
を

買
っ
て
出
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

一
人
は

「１０
年
前
の
復
興
会
議

で
は
市
民
グ
ル
ー
プ
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
だ

っ
た
が
、
今
回
は
本

会
議
で
発
言
権
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ」
れ
は
画
期

的
な
こ
と
」
と
興
奮
気
味
に
話
し
て
い
ま
し
た
。私
は
３０
人
か
ら

な
る
訪
問
回
の
半
分
が
女
性
だ
っ
た
こ
と
に
新
鮮
な
驚
き
を
覚

え
ま
し
た
。

市
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
は

「政
権
の
汚
職
や
腐
敗
を
止
め
る
た

め
に
は
政
府
の
ト
ッ
プ
が
毅
然
と
態
度
で
示
す
べ
き
」
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
、
「女
性

へ
の
暴
行
に
ど
う
対
処
す
る
か
」
も
論

じ
ら
れ
ま
し
た
。

翌
日
、
各
国
代
表
が
参
加
し
た
本
会
議
で
は
、
日
本
や
世
界
各

国
か
ら
の
巨
額
の
援
助
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
政
権

や

一
部
の
人
間
を
潤
す
た
め
の
も
の
で
も
な
く
、
日
本
の
政
治
家

が
好
ん
で
使
う

「子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
」
と
い
う
抽
象

的
な
言
い
回
し
で
終
始
し
て
い
い
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今

を
生
き
る
人
々
と
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
い
、
未
来
に
連
な
る

は
ず
の

「現
在
」
を
手
助
け
す
る
た
め
の
も
の
と
な
る
よ
う
に
心

か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
１０
月
８
日
の
総
会
が
迫
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
新
た
な
企
画
を
用
意
し
て
皆
様
の
来
場
を
お
ま
ち

し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
、
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
皐
ハ

逮

゛



オマール(私)のフラフープの模範演技?
昔とつた杵柄(きねづか)も形無し。

8年 生の教室で。

【シュワイブ】

ちょっと「ツッパリ」風? で も、2人とも
とても、気だてがいい子です。

姉と弟。何とも言えない

味わいがありますね。

「ぼくのお気に入りの白い羊だよ」

【ナルゲス】

新校合の前での記念

撮影。左からアスマと
ナシムゴルの姉妹たち。

エコバッグを手に雪渓を歩いて、
ペパール村に帰るクラムディーン。

放牧が終わつてから家畜をきちんと
戻して、やつと仕事が終わる。

かわいいっ。「おっ!Jクレヨンしんちゃんだ!

【タマンナー】

弟2人 とバーセット

(サフダル前校長の次男)

アスラム家の長女ナフィサも
もう8年 生。もう大人の雰囲気。



翁

【アズィマ】

うぅ～ん、なかなかの名作。
「お～い、雲よ。どこまで行くんかいJ

窓の外には岩山が迫っている。

でも、この下にはたくさんのアンズが

あつて、春はここから花見ができるよ。

は

学校の休み時間。
サミールがすごい

すごいジャンス
カンフー?

いや、縄跳びかな?

ヽヽr ) 1

風 |

雪渓の上を歩いて家に帰るのかな。
小さな小さな 1年生。

と 口 ｀

■ ■ ギ 1 、

ム
,、レビ

【′'も
'

お父さん、いってらつしゃ一い。
仕事に行くのかな?畑に行くのかな?

アスラムー家。
右は私のかばん持ちをしてくれた
サフダルの息子バーセット。

ど
'

【アブドラ・ラフマーン】

鉄棒がわりにぶら下がり。
枝が切られてしまつて可哀
想な木が悲鳴を上げそう。

【クラムディーン】

【ファトナ】

家に戻つて、幼い弟の子守りをするソナム。

【アブドラ・ワッハーブ】

r |ヽ

q

【アミン】

ヽ| ミ
| ,



翻
誕

ムノンブルさんのんブーソン通信

「トルコのドラマに夢中」 安 井浩美

アフガニスタンは、ただ今断食の真っ最中。

夏場の断食は、相J当こたえます。4は朝 Hの 出前
23 0に,l Lきて、何となくご飯を食べ (私の場合

は、亡1米と惣菜、アフガン人は、キ,1からカブ|)パ

ラオ*,卜を食べたりします)、 その後はH没 後の19!10にやっと食事

がとれるのです。断食時 間は、なんと15時出1耐久レース並み。アフ

ガニスタンで断食を迎えるのも11回||。私の場合 H々 食べ過ぎてい

るせいか、逆にlsJ食中は、体 llが良かったりして。なんだか体や腹

1日|りがすっきりした感じなのは、気のせいでしょうか ?

さて、lFx近のアフガニスタンのはやりは、 トルコのテレビドラマ。

日本でもよくある、恋愛系のドラマなんですが、アフガニスタンと

いえば、戦後インドの連続 ドラマが大ヒット。家X12年のけ日始当初に

は、 ド ラマのH寺|卜日になると街から人や車が対イえる現象がおこったり

していました。しかし、あれから10年。インドドラマのようなやか

ましい音楽でJ!由もなくll rlったり、家庭内の嫁夕古をテーマにしたど

ろどろした人 出1模様を11いた ドラマから、 いは、モダンな恋愛物 r.

の ドラマがアフガン人の心をとらえ、放吹される トルコドラマが

次々ヒット。 トルコの ドラマは、 トルコjhを現地」7Lのダリ語に吹き

替え。 「イスラムに反する」と川tが解H」する部分 (胸元や足)に は、

モザイクがかかり余計に気になったりして。

そんな環境にもめげず、私もイい晩り中の ドラマは、 「ファティ

以nlの様子は本品よ217Jの「党 8 HI公式訪

||い円支|!FJにて'チ真を1跡1我しております。

方【仰に力は れている文i芋(訳)は下1記の

とおりです。

唯…神アッラーの御名において

サフダル校長、ゴラムハイちfル`の息子

′ヽンシーザレ州メ`リラクホス地lX

ポーランデホ寸出身

1351年 徳暦1972年)生まれ

6年 間の教員ののちポ…ランデの学校で

14年間校長としてつとめる

1389年 (2010年)アサツト月の10日(7月31日)

日曜日、38歳で病に臥し没

カ
ブ
ー
ル
郊
外
に
あ
る
サ
フ
ダ

ル
前
校
長
の
お
墓
が
、
安
井
浩

美
さ
ん
（ム
ル
サ
ル
さ
ん
）
の
ご

厚
意
で
立
派
に
な
り
ま
し
た
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単
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浜
　
汁
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部
詢
　
業
配
別
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酬
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●
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謝
贈
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対
喘
ペ
マ
●
部
準
料
球
　
瑠
望
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潮
口
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（郭
）

圏
糊
胴
棚
瑠

●
第
９
回
総
会
・現
地
報
告
会
の
ご
案
内
と
申
し
込
み
は
が
き
を
同
封
い

た
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
△
７
回
は
、
ア
フ
ガ
エ
ス
タ
ン
出
身
の
女
性
、
江
藤
セ
デ
カ
さ
ん
に
よ
る
講

浪
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
、
ラこ
れ
ま
で
の

パ
ネ
ル
展
で
使
用
し
た
写
真
プ
リ
ン
ト
の
販
売
も
行
い
ま
す
。
一こ
期
待
く
だ

さ
い
。

●
２
０
１
２
年
度
分
割
会
費
の
納
入
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
未

納
の
方
に
は
再
度
、
振
込
用
紙
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
の
で
納
入
く
だ
さ

る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
残
額
会
費
を
一括
納
入
さ
れ
て
も

結
構
で
す
。

●
不
要
切
手
、
書
き
損
じ
は
が
き
の
ご
提
供
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
△ワ

回
も
会
報
送
料
の
ほ
と
ん
ど
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
切
手
で
賄
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ネ」
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
る
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
住
所
変
更
の
場
合
は
お
手
数
で
す
が
事
務
局
に
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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マ ・グル」。 トルコでもヒッ

トしたこの ドラマ、イズミー

ルの性1合WJにネらす■人公の

ファティマ ・グルが金持ちの

ボンボン 3人 に強ゑされる

シーンか ら始まります。が、

アフガニスタンでは、この場
l T南「はカット。この事件のせい

でファティマ ・グルは 回合の慣習を重んじる婚約者と決別。裁半J

までこぎつけるも、金持ち忠十たちの親がりi!を隠すためにいろんな

たくらみを企てます。と話すと長くなるのでこの辺で。

まだまだごたごたしているアフガニスタンですが、人々の興味や

意識の剤象が、この ドラマを兄る限りでは、ずいぶん変わったよう

な気がする今日この頃です。 (この ドラマについて女tになる方はこ

のサイトを見てください http://宮oo g1/(lhllフ5)

】ギ主カブ1)パラオ :出1勾もしくは/1肉ンで炊さ込んだ、人参とにしブドウが
人つたアフガン皿かやく販

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
主
催
の
パ
ネ
ル
展

が
６
月
に
日

¨
札
幌

（
リ
フ

レ
サ
ッ
ポ
ロ
）
、
６
月
１７
日

¨

神
戸

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
西
）
に

て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
フこ
れ

は
７
月
に
行
わ
れ
た

「
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
に
関
す
る
東
京

△
衰
Ｆ

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
開
催
さ
れ
、
ア
フ
ガ
ン

映
画

「
子
供
の
情
景
」
の
上

映

・
長
倉

さ
ん
の
講

演

が

セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「大
地
に
う
た
う
」
販
売
の
ご
案
内
世十

長
倉
代
表
撮
影
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
国
際
協
力
カ
レ
ン
ダ
ー

２
０
１
３
「大
地
に
う
た
う
」
の
案
内
チ
ラ
シ
と

申
し
込
み
は
が
き
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。
カ
レ

ン
ダ
ー
は
壁
掛
け
１
５
０
０
円
、
卓
上
１
２
０
０

円
の
２
種
類
で
、
〈
蚕
報
の
表
紙
を
飾
っ
た
写
真
も
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
回
は
、
カ
レ
ン
グ
ー
に
使
用
さ
れ
て
い
る
写
真
の
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
セ
ッ
ト
（６
枚
５
０
０
円
）
も
ご
ざ
い
ま
す
。
収
益
の
一部
は
当
会

に
協
力
金
と
し
て
還
元
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。
な
お
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
は
東
京
の
総
会
・現
地

姫ヽ′倉料瀞鞠膳肝カカレンダ１２研一一
，

報
告
会
、
大
阪
の
報
告
会
で
も
販
売
の
予
定
で
す
。


